
                  年     組    番名前         

教材１―Ｌ－（３）の解答 １次方程式を解く 

⑪『方程式 (ア) １５
３

５
x 、(イ) １０ｘ－３(ｘ－２)＝５ｘ－８を解く』の解決のために 

 

一元一次方程式は、等式の性質を利用して解くことができる。 

 (ア)   １５
３

５
x  

  
５

３
１５

５

３

３

５
x   

９x  

 また、（   ）がある場合はそれをはずしてから 

等式の性質を利用して 

 

 (イ)   －８＝５－２－３１０ xxx  

     ８５６３１０  xxx  

           ８５６７  xx  

 

 ８５６　７  xx  

 

６８５６６７  xx    

         ０となる 

６８５７  xx  

 

のように計算し、      の部分を省略することによって、  移項  という考え方をする 

こともできる。その場合は以下のように解く。      

 

８５６７  xx  

 

 

６８５７  xx  

 

１４２ x  

 

 

                
２

１４

２

２ 


x
 

７x                  

  

 

【等式の性質】 

 

① ａ＝ｂ ならば ａ＋ｃ＝ｂ＋ｃ 

② ａ＝ｂ ならば ａ－ｃ＝ｂ－ｃ 

③ ａ＝ｂ ならば  ａｃ＝ｂｃ 

④ ａ＝ｂ ならば   
c

b

c

a
＝  

（ｃは、０ではない。） 

等式の性質 

     

  ③ を利用 

 

 

 

等式の性質 

     

  ② を利用 

  

 

 

左辺の+６と 

右辺の５ｘを 

     

 移項 

     する 

 

等式の性質 

     

  ④ を利用 

 

 

 



                  年     組    番名前         

 

 次の方程式を解きなさい。 

 

（１） －７＝８x      （２）３ｘ＋７＝０    （３） －１７＋３＝６２ xx  

         等式の性質①より    等式の性質②より       ＋３と６ｘを移項すると 

     両辺に７をたすと    両辺から７をひくと  ２ｘ－６ｘ＝－１７－３ 

    ｘ－７＋７＝８＋７  ３ｘ＋７－７＝０－７          －４ｘ＝－２０ 

                               ３ｘ＝－７         等式の性質④より 

ｘ＝ １５   等式の性質④より           両辺を－４でわると 

両辺を３でわると      
－４

－２０
＝

－４

－４x
 

３

－７
＝

３

３x
          ｘ＝ ５                                                                

 

                      ｘ＝－ 

                                      

 

 

(４) －４(ｘ＋１)＝５ｘ－２２         （５） ＋１
６

５
＝

２

xx
        

            －４ｘ－４＝５ｘ－２２           両辺に６をかけると（等式の性質④） 

     －４ｘ－５ｘ＝－２２＋４                

                  

        －９ｘ＝－１８             ３ｘ＝５ｘ＋６  

                        ３ｘ－５ｘ＝６ 

ｘ＝  ２                   －２ｘ＝６ 

                        

                                      ｘ＝  －３ 

 

 

              

たしかめよう 

３ 

７ 

２ 

 

５ 

 
×６＝ 

 

ｘ 

 ６ 

 

ｘ×６＋１×６ 

 


